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1.目的 

鹿児島県奄美大島にのみ生息するリュウキュウアユは，

近年個体数の減少が著しく，絶滅が危惧されている．本種

は冬季，仔稚魚期段階で河口海域を生息場とするが，生息

場となる干潟の減少に伴い個体数が減っていると言われ

ている 1)．また， 20℃以上の高水温条件が本種仔稚魚期

における成長または発育を低下させている可能性がある

ことが明らかにされている 1)‐3)． 

したがって，本種の保全にあたり，干潟やマングローブ

を伴う河口の水温分布形成の現状を観察し，これらの環境

要素が水温に与える影響を把握する必要がある．そこで本

研究では冬季における干潟域・マングローブ域での水温挙

動を把握すること，干潟やマングローブが水温に与える影

響を考察することを目的とし，住用湾及び焼内湾での河口

域における水温観測を行った． 

2.研究手法 

研究対象地(図-1)は奄美大島中央部を流れる役勝川(流

域面積：46.8km2)，河内川(流域面積：39.7km2)の両河口

域である．役勝川は河口で支川の住用川 (流域面積：

48.3km2)と合流する．奄美大島東部の河口域には広大な干

潟及びマングローブ原生林を有する住用湾へと注ぐ．一方，

河内川は，奄美大島西部の焼内湾へ注ぐ河川で，河口域は

干拓などの大規模な人為改変により干潟の減少やマング

ローブ林の消失が見られる． 

調査は自記式水温計(Onset社製)を合計 60個用い，役勝

川，河内川河口域において 2008年 2月 7日から 3月 1日

まで水温多点連続観測を行った．観測地点は図-1 に示す．

役勝川河口域では計 25点，河内川河口域では 5点設けた． 

河内川の干潟は規模が小さいため観測点数が少なくな

っている．観測点を設けた河口域ではリュウキュウアユ仔

稚魚の生息が確認されている．また，干出を考慮するため，

全調査地点の水準測量を行い，地盤高を明らかにした． 

3.結果と考察 

（1）河口水温挙動の比較 

図-2 に役勝川河口（干潟域，マングローブ域全 21 点の

平均），河内川河口（干潟域全 5 点）の水温を示す．平均

水温は役勝川河口域 14.4℃，河内川河口域 16.5℃，海域

21.0℃であった．また，両河口間の水温差は 2℃程度であ

った． 

海域では常に生息限界の 20℃を超える高水温を

観測しており，リュウキュウアユ仔稚魚にとって海

域での生息は困難であると推測される．  

（2）河口内における水温挙動比較 

図-3に役勝川河口内における水温を示す．平均水

温は干潟域 14.6℃，マングローブ域 13.7℃，河川域

14.0℃，海域 21.0℃であった．干潟域やマングロー

ブ域では，河川域と比べ大きな水温変動が見られる． 

干潟域，マングローブ域では日最低水温はほぼ等

しいものの，日最高水温は干潟域の方が約 2℃ほど

高い．日中の干潟域では直射日光の熱を吸収するこ

とで水温が上昇し，マングローブ域ではマングロー

ブ林により日射が樹幹遮断されるため，マングロー

ブ域に流れるクリーク内の表層水温は干潟域より水

温が低いと考えられる． 

夜間の干潟域，マングローブ域で水温降下が見ら

れるが，これは放射冷却により地表面や水面の熱が

大気中へと放出されるため水が冷やされると考えら

れる．また，汽水域では冷たい河川水と暖かい海水

が混ざり合うことで海水よりも低水温となる．マン

図-1 調査対象地 
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図-2　 役勝川河口域・河内川河口域・海域の水温変動
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図-3 役勝川における干潟域・マングローブ域・河川域・海域の水温挙動 
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図-4 役勝川における 24 時間水温挙動      図-5 河内川における 24 時間水温挙動 

グローブ林に流れるクリークの複雑な流れの構造によっ

て，混合する汽水域の広がりが増し河口域の水温が下がっ

ていると考えられる．  

以上より干潟域，マングローブ域にはそれぞれ水温冷却

効果があると考えられる． 

（3）地盤高における水温挙動比較 

干潟域に設置した一直線上(岸付近から沖方向へ)の連続

点を用いて，地盤高の違いによる水温挙動の違いを評価し

た．ここでは詳細な挙動を確認するため，ある 1日に注目

し 24 時間内での水温挙動の比較を行う．全天日射量，日

照時間がともに観測期間内で最も高く，解析地点が干出す

る 2008年 2月 21日(大潮，天候：晴)を解析日に選定した． 

図-4に役勝川干潟域で 40ｍ間隔に 5地点観測した 24時

間水温を示す．地盤高の最高点 Y24(地盤高：TP-0.68m)

と最低点 Y22(地盤高：TP-1.13m)の高低差は 0.45m であ

る．時間により若干の水温差はあるが，1 日を通して，5

点ともほぼ同じ水温挙動が見られる．早朝の干出直後には

気温よりも低い値であるのに対し，日中は水深が浅いため

日射の影響を受け，20℃を越える高水温を観測している．  

図-5に河内川干潟域で 25ｍ間隔に 5地点観測した 24時

間水温を示す．地盤高の最高点 K1(地盤高：TP-0.42m)と

最低点 K5(地盤高：TP-1.22m)の高低差は 0.80m である．

午前 6時以前において地点 K5以外の 4地点は干出してお

り，地点間に大きな水温差が見られる．干出しない地点

K5 では他の点より高い水温をしているのに対し，

干出直後の K1 では 8.8℃と気温を下回る低水温が

観測された．午前 6時以降では 5点とも海水の影響

を受けて 20℃前後の横ばい状態が続いている． 

以上より役勝川では 1 日のうちで急激な水温上

昇と水温降下を繰り返していることが分かる．特に

15 時以降では河川水との混合の影響が卓越してい

ると考えられ，水温が急低下している． 

一方で，河内川河口では，海水が急激に冷やされ

るような効果は見られない． 

4.結論 

海域の高水温はリュウキュウアユの生息場に適

さないと思われる．干潟域，マングローブ域にはそ

れぞれ水温冷却効果が見られ，海域における高水温

を緩和するということが分かった．この冷却効果に

より，20℃以下の水域が保たれ，リュウキュウアユ

の生息場が確保されると考えられる． 
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